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この度、永井藤昌先生からリレー随筆の
バトンを受け取りました、鹿児島県立大島
病院初期臨床研修医２年目の川野眞子と申
します。

私は文章を書くのが大の苦手です。何を書
こうかな……と悩んでいたところ、ふと、大
学時代の友人達が奄美大島に遊びにきてくれ
た昨秋のことを思い出しました。この友人達
は大学の学生寮で同じ階に住んでいた同級生
女子７名で、現在はそれぞれ青森、山梨、滋賀、
京都、鳥取、広島、鹿児島で医師をしています。
住んでいる場所はバラバラですが、６年間も
生活をともにしたかけがえのない仲間で、卒
業して１年以上経っても、毎月第２土曜日に
は定例会として電話でひと月分の近況報告を
する約束になっています。そんな友人達が奄
美大島に遊びにきてくれた３日間はとても思
い出深く、奄美大島の魅力を再発見する機会
になりました。昨秋のことで今更ながらです
が、旅行記を書いてみようと思います。

2025 年 11 月 14 日金曜日、友人たちの来奄
（らいえん）の日は台風につき雨の予報。11
月に入ってからは毎日、14 日の天気をチェッ
クしていました。相変わらず雨予報なのを確
認しては何度もネットを更新し、晴れに変わ
らないかと期待しては落胆してを繰り返して
いました。みんなでレインコートを着て観光
する姿がいよいよ現実味を帯びて来た 13 日、
どうやら台風は東シナ海の上で温帯低気圧に
変わったようでした。かくして 14 日は奇跡
的に快晴に恵まれることとなりました。

13時　友人７名、奄美大島へ

青森と山梨の友人は羽田から、残りの４人
は関空から飛び立ち、奄美大島へとやってき
ました。

空港で彼女たちの到着を今か今かと待って
いると、まずは羽田組到着のアナウンスが聞
こえてきました。到着ロビーに出てきた友人
を見て、私は早速吹き出しそうになりました。
その日はものすごく暑い日だったので、私は
ノースリーブのワンピースと麦わら帽子にサ
ンダルという格好だったのですが、青森の友
人はモコモコの布団のような上着を着て登場
したのです。大笑いしつつ、ここに来るまで
に緯度を十何度も超えて長旅をしてきた友人
に労いと感謝の気持ちでいっぱいになりまし
た。ほどなく関西組も無事到着。卒業してか
ら 11 ヶ月ぶりに７人集合できたことに涙が
こぼれそうになりました。

14時　�レンタカーを借りてまずは
「あやまる岬」へ

何をおいてもまず奄美の海の綺麗さを教え
たかった私は、みんなに目を瞑ってもらって、
岬まで連れて行きました。「いっせーのーせ」
の掛け声で目を開けて海を一望した友人たち
から、ワーっと歓声があがりました。喜んで
もらえたことがとてもうれしく、私は心の中
でやったーと叫びました。現在、私は奄美大
島に住み始めて１年半ですが、奄美の海の美
しさには、毎度新鮮な感動を覚えます。底ま

魅力の尽きない奄美大島

｜ 鹿児島県立大島病院　初期臨床研修医２年目 ｜ 川野 眞子

リレー随筆
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で透き通った海を見ていると心まで透き通る
感覚がします。ドライブで海岸を巡ってみる
と、場所によって海の色のグラデーションや
波の形、音まで少し違っています。透んだ青
い海の綺麗さに日常のストレスが洗い流され
たところで、笠利町の『みしょらんカフェ』
で軽くランチ。すももジュースに塩豚バー
ガーという組み合わせはなんとも通です。

15時　「土盛（ともり）海岸」へ

南国の植物をかき分けビーチへと歩きま
す。ガジュマルやヘゴの木、大きなユリ、マ
ングローブ原生林を代表とする南国の植物は
幹が太く、葉が大きく、色鮮やかな花や実を
つけます。夏には気温 30 度を超え、スコール
に見舞われ、冬は風が強い、その気候から強
く育つのでしょうか。パイナップルそっくり
の実をつけるアダンもありました。奄美大島
に移り住んで生涯を閉じた画家の田中一村さ
んも描いていますが、田中一村さんも奄美大
島の植物帯の魅力を心から愛したのでしょう。

16時　�おやつタイムに『ラフォンテ』
のジェラート

ここは地元の農園直営のジェラテリアで、
島食材が主役のジェラートを提供されていま
す。黒胡麻や島バナナ、たんかんなど、私の
好物ばかりのラインナップで、どれにしよう
か毎回悩みます。その中でも私がよく注文す
るのは黒胡麻。ゴマといえば喜界島です。喜
界島産の白胡麻は国内生産の７割を占めてい
ます。また、奄美諸島では『ごまざた』とい
う胡麻菓子が有名で地元で愛されています。
島バナナとたんかんは奄美大島の特産品で、
島バナナは夏から秋にかけて、タンカンは２
月頃が旬です。他にも島のフルーツとして夏
頃旬を迎えるパッションフルーツやドラゴン
フルーツ、マンゴー、グァバは有名です。奄

美大島は食材の宝庫。悩みましたが、今回は
真塩（ましゅ）と奄美黒糖のダブルを堪能し
ました。

17時　お土産探し

『Frasco』という雑貨屋さんに寄りました。
ヤギがモチーフの可愛い雑貨屋さんで、サー
フィンやダイビングをするヤギのキャラク
ターが描かれたオリジナル T シャツに加え、
フルーツジャムや黒糖菓子、アクセサリーな
ども販売されています。ヤギは奄美の名物の
ひとつであり、山羊刺しや山羊汁は島料理と
して親しまれています。しかしながら、調査
によると、奄美大島で野生化したヤギが増え
ていることが問題になっているようです。家
畜のヤギは食用として島に入ってきました
が、そのヤギたちが野生化し、海岸部や崖に
生息していた集団が世界自然遺産地域内にも
生息域を広げているとのこと。頭数が増えす
ぎると植物を食い荒らし、生態系に悪影響を
及ぼすことが懸念されています。独自の生態
系が作り上げられ、さまざまな生き物がいる
この地域では在来種を守ることはとても重大
な課題なのです。

19時　加世間（かせけん）峠の
　　　　「２つの海が見える丘」へ

島を挟んで左側に東シナ海、右側に太平洋
の２つの海を同時に見渡すことができる絶景
ポイントです。私もこの日が初めてで、どき
どきしながら山道を登って行きました。ナビ
によると到着したようですが……、あたりは
すでに真っ暗。海も島も何も見えません。暗
い夜道を運転してもらった手前、とても気ま
ずい気持ちになっていたとき、友人のひとり
が空を指さして「星が綺麗！」と言いました。
見上げると、夜空いっぱいに星がきらめいて
いました。失敗した……と落ち込みかけてい
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た私には救いの声でした。そして奄美の星の
綺麗さに改めて気づかされた瞬間でした。

20時　夜ご飯は島食材のイタリアン

奄美北部にある『kulukulu』というお店に
うかがいました。夜光貝を使ったパスタなど、
どれも絶品でしたが、とくに紅はるかのピザ
が大好きになりました。絶妙な塩っ気が芋の
本来のもつ甘みを引き立てていてとても美味
しかったです。プライベートビーチを持って
いるお店で海の音を聞きながら食べるご飯に
五感をくすぐられ、心も体もとても満たされ
ました。

▼２日目
10時　朝ごはんを食べに
　　　 『島とうふ屋　髙野』へ

バイキング形式で豆腐料理をお弁当容器に
詰めていきます。お腹が空いているのと美味
しそうなのとで、完全に詰めすぎました。朝
から健康的なご飯を食べ、お腹も心も大満足。
湯葉の揚げ春巻きは家で作れるようになりた
いものです。

11時　「宮古崎」へ

宮古崎は、NHK 大河ドラマ「せごどん」
のオープニングの撮影地にもなった場所で、
岬の先端からは 360 度素晴らしい眺望が広が
る絶景スポットかつパワースポットとして有
名です。この拙文を読んで「行ってみようか」
と思ってくださる方、ありがとうございます。
しかし覚悟が必要です。かなり歩きます。車
を停めてから、土の荒れ道を何十分歩いたで
しょうか。７人の中でも足腰の強い山梨の友
人と私が先頭を歩き、１番に岬の先端に辿り
着きました。崖っぷちに立ち下を見下ろすと、
ゴツゴツした岩と岩に打ち付ける波を目の当

たりにすることができました。開放感という
言葉がぴったり合う広大な景色に目を見張り
ました。（しかし来た道を戻るのもまた一苦
労でした。）

13時　�「国直（くになお）海岸」へ
移動

まっすぐな海岸線と真っ白な砂浜を目に
し、次の瞬間にはサンダルを脱ぎ捨て生温い
海水に太腿まで浸かっていました。この海岸
にはウミガメが産卵に訪れます。ウミガメが
安心して産卵し、子ガメが海へと旅立てるの
は地元住民が中心となって環境保全や保護を
行っているからだそうです。人の手によって
守られる自然もたくさんあるのだろうと考え
させられました。

15時　�『たっちゃんのジェラート』
で、この旅二度目のジェラート
に舌鼓

朝ごはんの豆腐を食べすぎたので、ランチ
はスキップして訪れました。ここにもまたま
た興味をそそられるテイストがずらり。さん
ご塩と白ゴマのごま塩テイストに決めました。

16時　住用（すみよう）でカヌー

住用地区は約８割が山岳地帯からなり、マ
ングローブ原生林、川や滝などを有する自然
豊かな地域です。京都の友人とペアを組み、
２人乗りカヌーに乗りこみました。２人で息
を合わせて漕ぎますが、なかなか思い通りに
進まず、マングローブの茂みの中に突入した
り、木の幹に引っかかったりして悪戦苦闘し
ました。みんな頭上の枝に当たらないように
頭を縮めたり、行きどまりで一生懸命後ろ向
きに漕いだりしていて面白い光景に笑い転げ
ました。ところで、マングローブというのは
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海水と淡水が混じり合う汽水域に生息する植
物帯のことです。住用のマングローブは、大
きく盆栽のような樹形の立派なメヒルギとオ
ヒルギで構成されています。一度見たら忘れ
られない、圧倒的な自然のパワーに満ち溢れ
ていました。

19時　アマミノクロウサギとの出会い

森が静まり返り、夜行性の生き物が動き出
す時間帯になり、私たちは夜の探検に出発し
ました。「三太郎峠」はアマミノクロウサギ
をはじめ、多くの希少な野生生物を観察でき
るスポットです。車を走らせながら静かに森
を観察していると、突然、道路脇にアマミノ
クロウサギの姿が現れました。アマミノクロ
ウサギは、奄美大島と徳之島のみに生息する
固有種です。現存するウサギの中では最も原
始的な形態をもちながら、独自の進化を遂げ
た生き物で、「生きた化石」とも呼ばれます。
尻尾がなく黒い毛に覆われており、小さく短
い耳が特徴的です。想像していたよりもずっ
と丸く、素朴で愛らしい姿に思わず息をのみ
ました。夜行性のため、実際に目にする機会
が限られている生き物を、自然な環境の中で
見ることができたことに感動しました。

マングースやネコによる補食、交通事故
（ロードキル）によって絶滅が危惧されてい
ましたが、保護活動の成果や天敵のマングー
スの根絶などが要因となり、ここ数年その頭
数は年々増えています。

国の天然記念物に指定されているケナガネ
ズミや、ハブ、リュウキュウコノハズクなど
にも遭遇しました。

奄美の豊かな生態系がいかに貴重である
かを肌で感じ、ただ「見る」だけでなく、
守ることの大切さを考えるきっかけにもな
りました。

21時　「屋仁川（やにがわ）」で夜ご飯

奄美大島の繁華街、屋仁川にある、島食材
を使った和食居酒屋で夜ご飯。一日遊び尽く
してみんな疲れきっていましたが、もずくや
トビンニャ（マガキガイ）、塩豚肉と野菜の
煮物など島の恵みを堪能しました。暖かい島
料理が疲れた身体に沁みて、体力がみるみる
のうちに回復しました。

▼３日目
９時　�「手広海岸」へ、ハートロック

を見に

ハートロックというのは岩ではなく干潮の
時にのみ現れる潮溜まりで、その名の通り
ハート型をしています。この日の干潮の時間
帯は午前 10 時過ぎとの予報。波が引いてそ
のハートの姿が浮き上がってくるであろう、
まさにその時間帯を狙って訪れました。くね
くねと曲がりくねった木の幹に囲まれた樹林
の中を海に向かって歩いていくと、ぱっと青
い海が現れました。それから海岸にハートの
形を探しましたがなかなか見つかりません。
ネットの写真と風景を照らし合わせ、この辺
りにあるはずだとみんなで一生懸命探しまし
たがやはり見つけることはできませんでし
た。がっかりしながら来た道を戻ると、樹林
の入り口に看板があることにそこで初めて気
がつきました。曰く、５月の台風の影響でハー
トロックは埋もれたとのこと。こんなところ
に看板があったんだねと、楽しみのあまり大
きな看板が誰の目にも入っていなかったこと
に笑ってしまいました。

10時　�悔いのないよう食べ物の追い込み

『それいゆふぁ～む』でヤギソフトを、『こっ
こ家』でシュークリームを食べました。ヤギ
のミルクはあっさりながらも少しクセのある
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味で、シュークリームはサクサクの皮に包ま
れ濃厚なのに重くなく、どちらもペロリと
食べてしまいました。（この旅では訪問しま
せんでしたが、『こっこ家』の近くの『麦の
実』というパン屋さんを紹介させていただき
ます。焼き立て石窯メロンパンは幸せになる
ほどの美味しさなのでぜひ食べてみてくださ
い。）

11時　�奄美ラストのご飯は『鶏飯ひら
倉』の鶏飯

鶏飯は、ご存じ奄美諸島の郷土料理で、平
皿に盛られた細く刻んだ海苔やパパイヤ漬
け、錦糸卵、細かく割いた鶏肉を、ご飯の上
にトッピングし、鶏スープをかけていただき
ます。奄美諸島をはじめ、鹿児島本土でも広
く親しまれています。みんなでひとつのおひ
つからご飯を取り分け、ひとつの鍋からスー
プを取り分けると、自然と会話も弾みます。
旅を振り返りながらみんなで最後の食卓を囲
むことができ、お腹も心も大満足でした。

13時　お別れの時間

６人の背中を「またね」と見送って誰より
も短い帰路につきました。

友人達との別れはとても名残惜しいもので
した。旅で見た景色や、たくさん笑った時間
は、忘れられない大切な思い出です。同じ時
間を共有できたことに感謝しながら、それぞ
れの場所へ戻りますが、この旅行でさらに深
まった友情をこれからも大切にしていきたい
と思います。

ここまで私の旅行記にお付き合いいただ
き、ありがとうございます。

私にとってこの記事の執筆は、友人たちと
の楽しい時間を思い出してクスっと笑顔にな
れる時間になったと同時に、奄美大島という

土地に散りばめられた数え切れない魅力を再
発見する機会となりました。奄美大島は、島
自体が世界自然遺産に登録されてその豊かな
自然や独自の生態系に改めて注目が集まって
います。また、昔から変わらず美しい海に魅
了され、マリンスポーツに訪れる人も多くい
ます。島の長い歴史の中で作られ、そして大
切に守られてきた大自然のパワーを享受でき
ることを幸せに感じています。島からもらう
エネルギーを活力に変え、これからも島での
１日１日を大切に生きようと思います。そし
ていつか、私自身が島と島の人々にエネル
ギーを与えられる人になりたいです。

次号は、鹿児島県立大島病院 / 帖佐美佑先生のご執筆
です。� （編集委員会）
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